香取広域市町村圏事務組合職員の自家用自動車の公務使用に関する取扱規程

　　　香取広域市町村圏事務組合職員の自家用自動車の公務使用に関する取扱規程

平成18年３月27日

訓令第34号

改正　平成19年４月１日訓令第９号

　（趣旨）

第１条　この訓令は、職員が公務により旅行する際に、自家用自動車（自動二輪車及び原動機付自転車を除く。以下同じ。）を使用することに関し必要な事項を定めるものとする。

　（適用対象外職員）

第２条　この訓令は、原則として、臨時的任用職員及び非常勤職員には、適用しないものとする。

　（自家用自動車の公務使用承認基準）

第３条　任命権者又はその委任を受けた者（以下「旅行命令権者」という。）は、職員が公務により旅行する際、次の各号のいずれかに該当する場合は、第５条第１項の規定により登録を受けた職員の自家用自動車の公務使用を承認することができる。

　(１)　公用車の使用又は交通機関の利用が困難であるとき。

　(２)　前号に掲げるもののほか、旅行命令権者が自家用自動車を使用することについてやむを得ないと認めるとき。

　（使用承認をすることができない場合）

第４条　前条の規定にかかわらず、旅行命令権者は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、職員の自家用自動車の公務使用を承認することができない。

　(１)　職員が過去１年間において、自己の責めに帰する交通事故（軽微な物損事故を除く。）を起こし、又は重大な交通違反（免許停止処分を受けた者を含む。）をした場合

　(２)　当該職員の健康状態等により正常な運転に適さないと認められる場合

　（自家用自動車の登録）

第５条　職員が公務に使用する自家用自動車は、次に掲げる要件を満たすものとし、職員は、あらかじめ公務に使用する自家用自動車登録申請書（別記第１号様式）を所属長（事務局にあっては事務局長、消防本部にあっては消防長をいう。以下同じ。）に提出し、使用する自家用自動車の登録を受けておかなければならない。

　(１)　道路運送車両法（昭和26年法律第185号）第２条第２項に規定する自動車（自動二輪車を除く。）で、職員が通常使用しているもの

　(２)　職員の運転が対象となる対人補償無制限及び対物補償1,000万円以上の任意保険に加入しているもの

２　職員は、自動車検査証の更新等、前項の登録事項に変更を生じたときは、速やかに公務に使用する自家用自動車登録事項変更届出書（別記第２号様式）を所属長に届け出なければならない。

３　所属長は、職員が公務に使用しようとする自家用自動車が社会通念上当該公務のための旅行に適当でないと認めるときは、登録を承認しないことができる。

　（自家用自動車登録台帳の整備）

第６条　所属長は、登録した自家用自動車について、公務に使用する自家用自動車登録台帳（別記第３号様式）を整備しなければならない。

　（自家用自動車への同乗による出張）

第７条　旅行命令権者から自家用自動車の公務使用を承認された職員と用務先などが同一である等の理由から、当該使用を承認された職員の自家用自動車に、同乗して旅行することが業務遂行上必要やむを得ないと認められる場合は、当該同乗しようとする職員からの申出に基づき、旅行命令権者は、同乗による旅行を承認することができる。

　（自家用自動車の公務使用の申出）

第８条　第５条の規定により登録を受けた自家用自動車を公務に使用しようとする場合及び前条の規定により同乗による旅行をしようとする場合は、その都度、旅行命令権者に申し出なければならない。

　（自家用自動車の公務使用の承認）

第９条　旅行命令権者は、前条の規定により職員から申出があった場合は、第３条に規定する使用承認基準に基づき、承認するものとする。

２　前項の規定により承認する場合の旅行命令権者は、交通事故防止等運転上の安全配慮を指示した上で、旅行命令簿により、自家用自動車を使用して旅行する旨を命令するものとする。

　（旅費）

第１０条　自家用自動車の公務使用による旅行の旅費については、職員の旅費に関する条例（昭和46年香取広域市町村圏事務組合条例第12号）の定めるところによる。ただし、同乗者については、車賃を支給しない。

　（交通事故の報告及び処理）

第１１条　自家用自動車の公務使用の承認を受けた職員が自家用自動車を公務使用中に事故を起こしたときは、道路交通法（昭和35年法律第105号）第72条第１項の規定により負傷者の救護、道路における危険防止及び警察署への報告等必要な措置を講ずるとともに、香取広域市町村圏事務組合職員服務規程（平成13年香取広域市町村圏事務組合訓令第１号）第18条の規定により、速やかに事故報告書により報告しなければならない。

２　前項の事故において損害等を生じた場合には、所属長の責任において事故の処理を行うものとする。

　（損害賠償）

第１２条　自家用自動車の公務使用の承認を受けた職員が自家用自動車の公務使用中に事故を起こし、事故の相手方又は第三者に損害を与えた場合において、その賠償は、自動車損害賠償保障法（昭和30年法律第97号）に基づく自動車賠償責任保険及び任意保険から補償するものとする。

２　前項の賠償額が保険金額を超えるときは、組合は、その超える額を負担するものとする。この場合において、当該職員に故意又は重大な過失があったときは、組合は、当該職員に対して求償権を行使することができる。

３　職員が自家用自動車の公務使用の承認を受けずに自家用自動車を公務に使用し、事故を起こした場合は、組合は、その責任を一切負わないものとする。

４　職員が自家用自動車で公務使用中に事故を起こした自損分については、自己の責任により処理をする。

　（その他）

第１３条　この訓令に定めるもののほか、必要な事項は、管理者が別に定める。

　　　附　則

　この訓令は、平成18年３月27日から施行する。

　　　附　則（平成19年４月１日訓令第９号）

　この訓令は、平成19年４月１日から施行する。

　　

別記

第１号様式（第５条第１項）

公務に使用する自家用自動車登録申請書

年　　月　　日　　

　　　　　　　　　　様

所属　　　　　　　　　　　

職・氏名　　　　　　　　　　　

　　公務に使用する自家用自動車の登録について、香取広域市町村圏事務組合職員の自家用自動車の公務使用に関する取扱規程第５条第１項の規定により、下記のとおり申請します。

記

	事項
	内容

	申請者免許取得年月
	　

	車種・車両番号
	　

	形式・排気量
	　

	所有者氏名

（本人以外の場合は本人との関係を記入）
	　

	自動車検査証有効期限
	　　　　年　　月　　日まで

	自賠責保険有効期限
	　　　　年　　月　　日まで

	任意保険加入内容
	保険会社名
	　

	
	対人
	　

	
	対物
	　

	
	有効期限
	　　　　年　　月　　日まで

	その他
	交通事故
	過去３年以内に
	有・無（　　　　　　　　　　　）

	
	交通違反
	過去３年以内に
	有・無（　　　　　　　　　　　）

	
	その他
	　


	※　　所属長副申　　
	印　


　備考　この申請には、申請者の自動車運転免許証、自動車検査証、自賠責保険証明書及び任意保険の証書の各写しと無事故無違反等を証明する書類を添付すること。

	承認　　　　　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


第２号様式（第５条第２項）

公務に使用する自家用自動車登録事項変更届出書

年　　月　　日　　

　　　　　　　　　　様

所属　　　　　　　　　　　

職・氏名　　　　　　　　　　　

　　公務に使用する自家用自動車（登録済）について、登録事項に変更を生じたので、香取広域市町村圏事務組合職員の自家用自動車の公務使用に関する取扱規程第５条第２項の規定により、下記のとおり届け出ます。

記

	　
	変更事項
	変更内容

	１
	自動車検査証有効期限
	　　　　年　　月　　日まで

	２
	自賠責保険有効期限
	　　　　年　　月　　日まで

	３
	任意保険加入内容
	保険会社名
	　

	
	
	対人
	　

	
	
	対物
	　

	
	
	有効期限
	　　　　年　　月　　日まで

	４
	その他
	　


	※　　所属長副申
	印　


　備考　該当する変更事項の番号を○で囲み、その変更後の内容を記載すること。

　　　　自動車検査証、自賠責保険証明書及び任意保険の証書の各写し等変更事項に関係する書類を添付すること。

	承認　　　　　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


第３号様式（第６条）

公務に使用する自家用自動車登録台帳

	番号
	登録又は変更年月日
	職員職及び氏名
	車種・車両番号形式排気量等
	所有者名

本人以外の場合は本人との関係
	車検証有効期限

自賠責有効期限
	任意保険加入内容・有効期限・会社名
	備考

	　
	年　月　日
	　
	　
	　
	年　月　日まで

年　月　日まで
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